










みは延人と続く，
今年は戦後50年の年。日本が敗戦した1945�

年8月15日は，朝鮮半島の人々にとっては植
民地支配からの解放を象徴し、光復節と呼ば
れている。植民地時代に奪われた民族の言葉，
文化を取り只そうと50年前、在日朝鮮人一世
たちによって日本では次々と朝鮮学校が建設
されていった，東神戸朝鮮初中級学校もそん
な中、寺子且のようにして始まったという。
戦前、戦中、日本がアジアで何をしてきたか。
戦後、何をしてこなかったか。阪神大霞災を
通じても、日本政府のそして日本人の心が今，
改めて問われようとしている。

子供には決足な教脊を受けさせたい。どん
な状況におかれても、子供だけには不自由な
思いはさせたくない。南アフリカ人であろう
と、就国朝鮮人であろうと、日本人であろう
とも、そんな親心に国境はないはずだ。

（フリ ー ライタ ー ：佐保美恵子）

神戸中韮屑文学校を翡ねて
私は、3月l 6日、兵庫県神戸市中山手通

にある神戸中華l司文学校を訪ねた。同校の前
身は1899年に設立された華僑同文学校で、そ
の教育目的は民族教育を通じて華僑子女が祖
国に閑する正確な知識を習得し、徳育、智育．
体育各方面にわたって発展を遂げ 、 中国人と
しての自覚を身につけ、将来、中日友好事業
に積極的に貢献できるようにすることにある
という。

同校は、日本の小 ・ 中学校に当たる課程の
教育を行なっており、中国人としての民族教
育を施しつつも、日本社会で共生できるよう、
日本の学校教育で行なわれることは な その比
菫に違いこそあれ ほぼ全て網趾されている。
例えば、中学3年では、中国語を5時問教え
る 一 方で日本語にも同じ時間を割いている
し、 「日本社会」という科目も3時間設けて
いる 亡

今回の復災では、校舎には幸いにも大きな
被害は出ず、校舎の継ぎ目に約3千2百J]円
近くの破摂が生じたが、 1月下句から授業も
再開されている。

校舎の復典に関しては、学校教育法上、各
種学校扱いされている外国人学校も、特例で
2分の］の公費助成が受けられることとなっ
たつだが、大変なのは、復奥よりもむしろ今
後の迎営費だという。同校の察勝昌・総務主
任によれば、外国人学校には基本的に私学助
成のような制度は 一切存在せず、華僑の人々
からの寄付金と授業料でなんとか述営してい
るという夕幸い神戸市と兵庫限は理解があり．
ある程度の特例的助成はあるそうだが、それ
でも、今回の震災により§ 、多くの華僑商工人、
保護者が被害を受け、今後の連営費のメドは
全くたっていないという。

入 察主任は「在日外国人に日本をよく理解し
てもらうことは、必ず日本社会の利益や国益
に合致する"ODAよりも国際的理解を受け
るには手っ取りばやい方法ではないか」とカ
強く訴える。
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